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ア
ウ
ラ
ア
ム
に
子
供
が
生
ま
れ
る
と
預
言
さ

れ
た
時
、
高
齢
の
妻
サ
ラ
は
ひ
そ
か
に
あ
ざ
け

て
笑
っ
た
。
神
の
使
い
は
、
「
な
ぜ
、
サ
ラ

は
…
笑
っ
た
の
か
。
主
に
と
っ
て
不
可
能
な
こ

と
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
」
と
言
っ
た
。 

 

そ
し
て
天
使
ガ
ウ
リ
イ
ル
も
、
神
の
籍
身
を

福
音
し
た
時
、
戸
惑
う
生
神
女
マ
リ
ヤ
に
「
神

に
は
何
で
も
で
き
な
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」

と
説
得
し
た
。
マ
リ
ヤ
は
「
お
言
葉
ど
お
り
に

な
り
ま
す
よ
う
に
」
と
受
け
入
れ
、
信
じ
た
。 

 

さ
て
、
あ
る
金
持
ち
の
青
年
が
「
永
遠
の
生

命
を
得
る
た
め
に
は
ど
ん
な
こ
と
を
し
た
ら
よ

い
で
し
ょ
う
か
」
と
イ
イ
ス
ス
に
質
問
し
た
。

し
か
し
、
「
あ
な
た
の
持
ち
物
を
売
り
払
い
…

私
に
従
っ
て
き
な
さ
い
」
と
い
う
答
を
聞
く

と
、
た
く
さ
ん
の
資
産
を
持
っ
て
い
た
そ
の
青

年
は
、
悲
し
み
な
が
ら
立
ち
去
っ
て
行
っ
た
。 

 

富
や
財
産
だ
け
で
な
く
、
「
こ
の
世
の
も

の
」
に
対
す
る
執
着
心
、
思
い
煩
い
、
こ
だ
わ

り
、
と
ら
わ
れ
る
心
を
も
持
っ
て
し
ま
う
私
た

ち
は
、
こ
の
金
持
ち
の
青
年
と
変
わ
り
な
い
。 

 

イ
イ
ス
ス
は
、
「
富
ん
で
い
る
者
が
神
の
国

に
入
る
よ
り
は
、
ら
く
だ
が
針
の
穴
を
と
お
る

方
が
も
っ
と
や
さ
し
い
」
と
言
わ
れ
た
。
こ
の

世
の
欲
に
ま
み
れ
て
生
活
し
て
い
る
私
た
ち
罪

人
は
、
天
国
に
入
る
こ
と
な
ど
不
可
能
な
の
だ

ろ
う
か
。
ら
く
だ
は
針
の
穴
を
通
れ
な
い
。
私

た
ち
が
、
自
分
の
努
力
だ
け
で
神
の
国
に
入
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
ハ
リ
ス
ト
ス

は
、
サ
ラ
や
マ
リ
ヤ
に
言
わ
れ
た
よ
う
に
「
人

に
は
そ
れ
は
で
き
な
い
が
、
神
に
は
何
で
も
で

き
な
い
事
は
な
い
」
と
断
言
さ
れ
た
。 

 

人
は
、
究
極
的
に
言
っ
て
「
は
い
」
か
「
い

い
え
」
を
言
う
力
し
か
も
っ
て
い
な
い
。
そ
の

他
は
す
べ
て
神
の
お
力
に
あ
ず
か
っ
て
い
る
だ

け
で
あ
る
。
私
た
ち
が
教
会
に
集
ま
り
、
祈
る

の
は
、
マ
リ
ヤ
の
よ
う
に
、
神
に
対
し
て
「
は

い
」
と
い
う
返
事
を
言
い
に
来
て
い
る
よ
う
な

も
の
で
あ
る
。
そ
の
受
け
入
れ
に
よ
っ
て
、
不

可
能
な
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
天
国
に
ふ
さ
わ

し
く
な
い
の
に
、
天
国
に
入
れ
る
。
私
た
ち

が
、
心
か
ら
「
主
、
憐
れ
め
よ
」
と
祈
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
神
は
ら
く
だ
を
針
の
穴
に
と
お
し

て
く
れ
る
の
で
あ
る
。
（
Ｄ
） 

仙
台
正
教
会 

教
会
だ
よ
り 

「又、爾等に語ぐ、 

駱駝が針の孔を穿るは、

富める者が神の国に入 

るより易し。」 

「此れ人には能せざる 

所なり、惟、神には能 

せざる所なし。」 
（第12主日福音マトフェイ19:16～） 

らくだ 

よく 

あな 

やす 

とお 

こ 

ただ よく 

つ 
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セ
ラ
フ
ィ
ム
大
主
教
座
下
は
、
7
月
29
日
㈮
か
ら
31
日
㈰
に
か
け
て

東
京
に
滞
在
さ
れ
、
奉
神
礼
を
執
り
行
わ
れ
、
東
京
復
活
大
聖
堂
教
会
の

信
徒
総
会
に
も
出
席
さ
れ
た
。
ま
た
8
月
14
日
㈰
に
も
東
京
に
お
い
て

聖
体
礼
儀
を
司
祷
さ
れ
た
。 

▲ 小聖入後の祝福 ８/14 

▲ 東京復活大聖堂教会の信徒総会 7/31 

 

8
月
7
日
㈰
、
仙
台
教
会
に
お
い
て
聖

名
祭
モ
レ
ー
ベ
ン
に
引
き
続
い
て
セ
ル
ギ
イ

府
主
教
座
下
を
記
憶
す
る
リ
テ
ィ
ヤ
が
行

わ
れ
た
。
77
年
前
、
終
戦
直
前
に
ご
永
眠

さ
れ
た
セ
ル
ギ
イ
府
主
教
座
下
に
永
遠
の

記
憶
が
祈
ら
れ
た
。 

▲ 第7主日の説教 ７/31 

セ
ル
ギ
イ
府
主
教
の
記
憶
（
仙
台
） 

 

8
月
16
日
㈫
、
休
職
中
で
あ
っ
た
首
司
祭
サ
ワ
大
浪
佑
二

神
父
様
（
89
歳
）
が
ご
永
眠
さ
れ
た
。
大
浪
神
父
様
は
岩
手

県
出
身
で
、
仙
台
教
会
の
青
年
会
で
も
活
動
な
さ
っ
た
。
司

祭
叙
聖
は
昭
和
40
年
。
山
手

正
教
会
の
管
轄
司
祭
を
長
く

勤
め
ら
れ
、
神
学
校
で
も
定

理
神
学
を
教
授
さ
れ
た
。 

 

8
月
20
日
㈯
、
東
京
復

活
大
聖
堂
に
て
セ
ラ
フ
ィ
ム

大
主
教
座
下
の
ご
司
祷
に

よ
っ
て
司
祭
埋
葬
式
が
執
り

行
わ
れ
た
。 

首
司
祭
サ
ワ
大
浪
神
父
様
の
埋
葬
式 

８
／
20 

ニ
コ
ラ
イ
堂
に
お
け
る
奉
神
礼
の
司
祷 
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貯
水
槽
の
清
掃 

日程予定 

10:00 一関正教会〔祈祷・集合写真〕 

11:00 「和菓子作り」〔蔵ひろば〕 

12:30 昼食・親睦会〔酒蔵・世嬉の一〕 

13:30 「藍染め」〔京屋工場〕 

16:00 一関正教会〔祈祷・解散〕 

8月19日㈮の主の変容祭の聖体礼儀

において果物の成聖が行われた。 

 

8
月
5
日
㈮
に
、
仙
台
正
教
会
の
信

徒
会
館
の
地
下
水
槽
お
よ
び
高
架
水
槽
が

ト
ー
エ
イ
ラ
イ
ニ
ン
グ
に
よ
っ
て
清
掃
さ

れ
た
。
ま
た
15
日
㈪
に
は
、
保
健
所
提
出

の
た
め
の
水
槽
点
検
も
行
わ
れ
た
。 

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
信
徒
懇
親
会 

 

来
る
9
月
19
日
㈪
・
㊗
に
、
一
関
正
教
会
に
お
い

て
、
東
日
本
主
教
教
区
の
行
事
と
し
て
東
北
ブ
ロ
ッ

ク
の
「
信
徒
懇
親
会
」
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

 

3
年
ぶ
り
の
開
催
で
す
が
、
通
常
の
宿
泊
を
伴
う

会
で
は
な
く
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
を
考
慮
し
て

「
日
帰
り
」
の
企
画
と
な
り
ま
す
。
参
加
ご
希
望
の

方
は
9
月
11
日
㈰
ま
で
に
、
ダ
ヴ
ィ
ド
水
口
神
父
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

参
加
費 

大
人 

五
千
円 

（
小
人 

三
千
円
） 

ご
奉
仕
に
感
謝 

7月31日㈰の代式祈祷の後、婦人会

と方舟会のご奉仕によって聖堂前の

プランターの植え替えが行われた。 
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7
月
30
日
㈯
か
ら
31
日
㈰
に
か
け
て
水
口

神
父
が
中
新
田
正
教
会
を
巡
回
し
、
諸
祈
祷
や

勉
強
会
を
行
っ
た
。
30
日
㈯
に
は
、
晩
課
の
祈

り
の
前
に
勉
強
会
を
開
き
、
8
月
の
巡
回
日
が

ち
ょ
う
ど
生
神
女
就
寝
祭
に
当
た
る
こ
と
か
ら

就
寝
祭
の
祈
祷
文
を
基
に
、
生
神
女
マ
リ
ヤ
の

ご
永
眠
の
意
味
を
学
ん
だ
。
翌
日
に
は
第
7
主

日
聖
体
礼
儀
を
行
っ
た
。
聖
体
礼
儀
に
ひ
き
つ

づ
い
て
、
エ
レ
ナ
鈴
木
敬
子
姉
の
40
日
祭
と
、

ニ
コ
ラ
イ
西
村
仁
美
兄
の
1
年
祭
の
パ
ニ
ヒ
ダ

が
併
せ
て
行
わ
れ
、
永
遠
の
記
憶
が
祈
ら
れ

た
。 

▲ パニヒダの様子 

※ 部数限定の為、頒布品と
はいたしません。入手を希望さ
れる方は神父までご相談を。 

白
河
正
教
会
だ
よ
り 
中
新
田
正
教
会
だ
よ
り 

消 
 

息 

・
永
眠 

 
 

 

八
月
十
七
日 

【
白
河
正
教
会
】 

 

マ
ル
コ 

武
内
淳
蔵 

兄
（
83
歳
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

永
遠
の
記
憶 

図
書
案
内 

 

 

8
月
20
日
㈯
か
ら
21
日
㈰
に
か
け
て
水
口

神
父
が
白
河
正
教
会
を
巡
回
し
、
諸
祈
祷
や

勉
強
会
を
行
っ
た
。
20
日
㈯
に
は
徹
夜
祷
の

前
に
ル
カ
平
澤
篤
兄
の
パ
ニ
ヒ
ダ
を
聖
堂
で

行
い
、
墓
地
に
て
納
骨
を
行
っ
た
。
翌
日
は

第
10
主
日
聖
体
礼
儀
を
行
い
、
主
の
変
容
祭

の
果
物
の
成
聖
を
行
っ
た
。 

 

会
館
で
昼
食
を
と
っ
た
後
、
「
ヤ
コ
ブ
の

梯
子
」
に
つ
い
て
勉
強
会
を
行
っ
た
。
該
当

の
創
世
記
の
本
文
を
読
み
、
正
教
会
が
旧
約

と
新
約
を
一
つ
の
も
の
と
見
た
上
で
私
た
ち

に
直
接
語
り
か
け
て
い
る
こ
と
を
学
ん
だ 

 

「
日
本
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会 

 
 
 

聖
自
治
50
年
の
歩
み
」 

 

 

こ
の
度
、
全
国
宣
教
企
画
委
員
会
よ
り
、

「
聖
自
治
50
年
の
歩
み
」
と
い
う
小
冊
子
が

発
刊
さ
れ
た
。
50
年
目
を
迎
え
た
の
は
２
０

２
０
年
だ
っ
た
が
、
今
年
度
、
形
あ
る
も
の

と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。 

▲ 果物の成聖 
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「
ヤ
コ
ブ
の
梯
子
」 

 
 
 
 

長
司
祭 

ダ
ヴ
ィ
ド 

水
口
優
明 

 

た
ち
こ
め
る
雲
の
隙
間
か
ら
真
っ
す
ぐ
に
降

り
て
来
る
美
し
い
光
の
筋
を
見
た
こ
と
が
あ
る

で
し
ょ
う
か
？ 
こ
の
光
線
は
、
専
門
用
語
で

は
「
光
芒
」
と
言
う
そ
う
で
す
が
、
別
名
「
ヤ

コ
ブ
の
梯
子
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
「
ヤ
コ
ブ
の
梯
子
」
と
は
、
旧
約
の
創
世

記
第
28
章
に
あ
る
ヤ
コ
ブ
が
夢
で
見
た
梯
子
の

こ
と
で
す
。 

「
時
に
彼
は
夢
を
み
た
。
一
つ
の
は
し
ご
が
地

の
上
に
立
っ
て
い
て
、
そ
の
頂
は
天
に
達
し
、

神
の
使
た
ち
が
そ
れ
を
上
り
下
り
し
て
い
る
の

を
見
た
。
そ
し
て
主
は
彼
の
そ
ば
に
立
っ
て
言

わ
れ
た
、
『
わ
た
し
は
あ
な
た
の
父
ア
ブ
ラ
ハ

ム
の
神
、
イ
サ
ク
の
神
、
主
で
あ
る
。
…
わ
た

し
は
あ
な
た
と
共
に
い
て
、
あ
な
た
が
ど
こ
へ

行
く
に
も
あ
な
た
を
守
り
、
…
決
し
て
あ
な
た

を
捨
て
ず
、
あ
な
た
に
語
っ
た
事
を
行
う
で
あ

ろ
う
」
。 

 

天
に
達
す
る
梯
子
の
上
を
天
使
た
ち
が
行
き

来
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
、
す
な
わ
ち
「
天
と
地
の

交
わ
り
」
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
実
際

に
天
地
を
一
つ
に
し
た
の
は
、
人
と
な
っ
た
神

ハ
リ
ス
ト
ス
ご
自
身
で
す
（
イ
オ
ア
ン
伝
1:

51
）
。
つ
ま
り
「
イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
（
神
は
我
等

と
共
に
す
）
」
と
呼
ば
れ
る
ハ
リ
ス
ト
ス
神

は
、
「
見
よ
、
わ
た
し
は
世
の
終
わ
り
ま
で
、

い
つ
も
あ
な
た
が
た
と
共
に
い
る
」
（
マ
ト

フ
ェ
イ
伝
28:

20
）
と
弟
子
た
ち
に
言
っ
て
、

神
が
い
つ
も
私
た
ち
と
共
に
い
る
こ
と
を
成
就

し
ま
し
た
。 

 

正
教
会
で
は
、
そ
の
「
天
と
地
の
交
わ
り
」

を
可
能
に
し
た
ハ
リ
ス
ト
ス
を
生
ん
だ
生
神
女

マ
リ
ヤ
の
こ
と
を
、
「
天
の
梯
」
と
か
「
生
け

る
梯
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
ヤ
コ
ブ
の
梯
子
は

生
神
女
マ
リ
ヤ
を
「
預
象
」
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。 

 

生
神
女
誕
生
祭
に
お
い
て
、
こ
の
ヤ
コ
ブ
の

梯
子
の
箇
所
が
パ
レ
ミ
ヤ
と
し
て
読
ま
れ
る
こ

と
も
、
そ
の
こ
と
を
如
実
に
表
し
て
い
ま
す

（
他
に
も
生
神
女
就
寝
祭
、
生
神
女
福
音
祭
な

ど
で
も
読
ま
れ
る
）
。 

 

ヤ
コ
ブ
は
、
天
の
梯
を
見
た
直
後
に
「
こ
れ

は
な
ん
と
い
う
恐
る
べ
き
所
だ
ろ
う
。
こ
れ
は

神
の
家
で
あ
る
。
こ
れ
は
天
の
門
だ
」
と
言
っ

た
と
創
世
記
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

か
ら
生
神
女
マ
リ
ヤ
は
「
神
の
家
」
と
か
「
天

の
門
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

 

そ
し
て
、
正
教
会
の
聖
堂
（
会
堂
）
の
中
に

は
必
ず
「
天
の
門
」
が
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち

イ
コ
ノ
ス
タ
ス
の
中
央
に
あ
る
門
の
こ
と
で
す

（
「
王
門
」
と
も
呼
ば
れ
る
）
。
奉
神
礼
に
お

い
て
、
こ
の
「
天
門
」
が
開
か
れ
る
時
、
天
と

地
の
交
わ
り
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。 

  

こ
う
し
て
聖
堂
の
「
天
門
」
と
「
生
神
女
マ

リ
ヤ
」
と
「
ハ
リ
ス
ト
ス
」
と
「
ヤ
コ
ブ
の
梯

子
」
と
「
光
芒
」
が
、
一
つ
に
繋
が
り
ま
す
。

聖
堂
に
参
祷
し
て
天
門
が
開
く
の
を
見
る
時
、

見
え
な
い
天
の
梯
子
（
神
の
光
）
が
差
し
込
ん

で
い
る
の
を
心
の
目
で
見
る
人
は
幸
い
で
す
。 

か
け
は
し 

は
し
ご 

イ 

ア 

コ 

フ 

こ
う
ぼ
う 
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9月聖名日 

モレーベンのご案内 

9月4日㈰聖体礼儀後 

▲聖預言者モイセイ 

 9月の聖名日モレーベンに該当

する方々の一覧です。         

日付 聖    名 氏    名（敬称略） 

9/1 フェクラ（パレスチナの聖致命処女） 本多美樹 

9/8 ナタリヤ（ニコミディヤの聖致命女） 勝又禮子、横山昌子、高橋とも子、板倉京子 

9/9 ピーメン（克肖者聖大） 村井 潔 

9/10 モイセイ（スキトの克肖者） 熊谷壮仁 

9/10 サワ（プスコフの克肖者） 熊谷篤彦 

9/12 アレキサンドル（コンスタンチノープルの克肖者） 小野正司、横山俊平 

9/14 シメオン（登塔者） 中川智彦 

9/15 ルフィーナ（カッパドキヤ・ケサリヤの聖致命女） 伊勢美樹、小松京子 

9/17 モイセイ（聖預言者） 大槻守孝、佐藤芳伯、菅原敏明、横山純一 

9/18 エリザベタ（前駆授洗イオアンの母） 遠藤かつ子、八文字積子 

9/18 ザハリヤ（聖預言者） 安東順 

9/19 ミハイル（神使首） 小野寺啓、菅原哲夫、菅原拓也、高橋良和、 
早坂清人、若松貢 

9/24 フェオドラ(アレキサンドリヤの克肖女) 高橋忍 

9/25 フェオドル（アレキサンドリヤの聖致命者） 熊谷崇彦 

9/28 ニキタ（ゴットの聖大致命者） 高橋昌文、村井聡 

9/30 ソフィヤ（ロマの聖致命女） 板橋久美子、小堀たまき、沢辺澄子、山中歌子、 
菅原きみ子、高橋寿子、佐々木恵理子、小野初美 

9/30 ウェラ（ロマの聖致命女） 
沢辺佳子、村井惠子、山中由美、服部幸枝、 
小野 怜 

9/30 ナデジタ（ロマの聖致命女） 
沢辺真澄、平塚郁子、清水彩子、佐々木陽子、 
後藤和枝 

9/30 リュボフ（ロマの聖致命女） 
伊藤智子、高橋秋子、岡崎真美、葛西裕子、 
木村富子、大場うめ子、佐藤幾久子 

▲神使首ミハイル 

敬老会モレーベン 

 今年も新型コロナウイルスの感染拡大防止策として、 

残念ながら「敬老会祝賀会」は中止いたします。 

 ただし敬老会感謝祈祷は、９月4日（日）聖体礼儀に続いて、聖

名日モレーベンと共に執り行います。なお該当の方々には記念

品・お祝い品を前もって送らせていただきます。 
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9
月
行
事
・

奉
事
予
定 

9月の予定 

【敬老・聖名祭感謝祈祷】4㈰ 

【月例パニヒダ】11㈰ 

【代式祈祷】18㈰、25㈰ 

【聖堂清掃奉仕】18㈰ 

【ミニ講話／婦人会・方舟会】11㈰ 

【教会学校】→お休み 

【聖歌練習】→お休み 

【伝道会】[18時～]7㈬、14㈬、21㈬、28㈬ 

 

祈祷は予定どおり行われます。状況を見なが

ら十分お気をつけてご参祷下さい。 

※ 会報に掲載されました写真でご希望のものがあればプリントいたしますのでご遠慮なく申し出ください。 

バザー中止の 

お知らせ 

新型コロナウイルスの感染拡大

防止策として、今年も残念ながら

「教会バザー」は中止といたしま

す。物品献納も受けつけており

ませんので、ご了承くださるよう

お願いいたします。 

ortho
スタンプ


